
株主様へのお土産の配布はございま
せん。何卒ご理解賜りますようお願
い申し上げます。

日時
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第122回 定時株主総会 証券コード 8052

招集ご通知
2025年6月27日（金曜日）
午前10時（受付開始 午前9時30分）

大阪市北区梅田三丁目3番20号
明治安田生命大阪梅田ビル
３階 当社会議室
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください）

インターネット等または書面による議決権行使期限
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人と技術の架け橋
人間には人間性を、機械には効率を

社 是
吾々は社業を通じて、社会に貢献することをモットーとする。
吾々はその繁栄を常に怠りなき商品の開発とたゆみなき販路の開拓によって達成させる。

Mission Statement
Our Mission

私達は、長年機械と技術の総合商社として培った技術力を生かし、最適商品のマネジメントにより、産業界の顧客に新たな価値を提供します。

Our Vision

私達は、機械と技術の総合商社として、産業界の未来価値創造企業を目指します。
Advanced Technology for Optimum Machinery（最先端の技術で最適な機械をお客様に提供します）

Our Concept

1. 私達は、社会に対する公正さを堅持し、地球環境の保全等社会の要請への積極的な対応により、企業の社会的責任を全うします。
2. 私達は、顧客への最適商品の供給を通じて、産業界の発展に寄与し、社会に貢献します。
3. 私達は、常に世界のトレンドと市場のニーズに目を向けて、先端技術商品を取り込み、新市場の開拓を行い、顧客とメーカーの信頼に応えます。
4. 私達は、情報力、技術力、提案力を常に錬磨し、結集して、価値を創造し、企業価値を高めて株主の負託に応えます。
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招集
ご通知

株主各位
証券コード 8052

2025年６月6日

2

大阪市北区梅田三丁目3番20号

取締役社長 香田 昌司

第122回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて、当社第122回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）につ

いて電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトおよび東京証券取引所ウェ
ブサイトに「第122回定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。お
手数ながらいずれかのウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申し上げま
す。

≪当社ウェブサイト≫
https://www.tsubaki.co.jp/ja/ir/library/meeting/

≪東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）≫
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
銘柄名(会社名)に「椿本興業」またはコードに「8052」を入力のうえ検索し、
「基本情報」、「縦覧書類/PR情報」を選択してご覧ください。

なお、当日のご出席にかえて、インターネット等または書面により議決権をご行使いただくこと
が可能です。後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、2025年6月26日（木曜日）午後5時15分
までに議決権をご行使くださいますようお願い申し上げます。
（議決権のご行使については、4頁の「議決権行使についてのご案内」をご参照ください。）

敬 具
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招集
ご通知

日時

場所

目的事項

3

記

2025年6月27日（金曜日）午前10時（受付開始 午前9時30分）

大阪市北区梅田三丁目3番20号
明治安田生命大阪梅田ビル３階（当社会議室）
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください）

報告事項 1. 第122期（2024年4月1日から2025年3月31日まで）事業報告の内容、連結計算
書類の内容ならびに会計監査人および監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

2. 第122期（2024年4月1日から2025年3月31日まで）計算書類の内容報告の件
決議事項 第1号議案 剰余金の処分の件

第2号議案 取締役7名選任の件
第3号議案 補欠監査役1名選任の件

以 上

●電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトにその旨、修正前の事項および修正後の
事項を掲載させていただきます。

●ご送付している書面は、書面交付請求に基づく電子提供措置事項記載書面を兼ねております。なお、法令および
当社定款の規定に基づき、次の事項は記載しておりませんが、監査役および会計監査人は次の事項を含む監査対
象書類を監査しております。

・事業報告 主要な事業内容、主要な事業所、従業員の状況、主要な借入先、会社の株式に関する事項、
会社の新株予約権等に関する事項、会計監査人の状況、
業務の適正を確保するための体制ならびに当該体制の運用状況

・連結計算書類 連結株主資本等変動計算書、連結注記表

・計算書類 株主資本等変動計算書、個別注記表
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招集
ご通知

議決権行使についてのご案内

株主総会にご出席される場合

事前に議決権行使をされる場合

● 電磁的方法（インターネット等）と議決権行使書面により議決権を重複して行使された場合は、電磁的方法（インターネット等）による議決権
行使を有効なものとして取扱います。

● 議決権を電磁的方法（インターネット等）により複数回行使された場合は、最後に行使されたものを有効なものとして取扱います。

当日ご出席の際は、同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよう
お願い申し上げます｡
※代理人による議決権の行使は、議決権を有する株主の方1名に委任する場合に限られます。
なお、この場合、代理権を証明する書面のご提出が必要となりますので、ご了承ください。

2025年6月27日（金曜日）午前10時（受付開始 午前9時30分）株主総会開催日時

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、行使期限までに
到着するようご返送ください。
議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされた
ものとして取り扱わせていただきます。

次頁の「インターネット等による議決権行使方法のご案内」をご高覧の上、画
面の案内に従って、賛否をご入力ください。

2025年6月26日（木曜日）午後5時15分到着分まで

2025年6月26日（木曜日）午後5時15分まで

行使期限

行使期限

書面（郵送）による議決権行使

インターネット等による議決権行使

4
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招集
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「議決権行使へ」をクリック！

●�一度議決権を行使した後で行使内容を変更される場合、議決権行使書
用紙に記載の「議決権行使コード」「パスワード」をご入力いただく
必要があります。

●�インターネット等と書面により重複して議決権を行使された場合は、
インターネット等による議決権行使を有効なものといたします。また、
インターネット等によって複数回議決権を行使された場合は、最後に
行われたものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。

お問い合わせ
三井住友信託銀行
証券代行ウェブサポート�
専用ダイヤル

0120-652-031
（受付時間 9時～21時）

ぜひFAQも
ご確認ください。

❶ 議決権行使書用紙に記載のQR
コード®を読み取ります。

❷ 株主総会ポータル®トップ画面
から「議決権行使へ」ボタン
をタップします。

❸ スマート行使®トップ画面が表示
されます。以降は画面の案内に
従って賛否をご入力ください。

スマートフォン等による議決権行使方法

※�QRコード®は（株）デンソーウェーブ
の登録商標です。

ご注意事項

株主総会ポータル®URL
▶https://www.soukai-portal.net

以下のURLより議決権行使書用紙に記載のログイン
ID・パスワードをご入力のうえアクセスしてください。
ログイン以降は画面の案内に従って賛否をご入力
ください。

PC等による議決権行使方法

議決権行使ウェブサイトも引き続きご利用いただけます。
▶https://www.web54.net

●機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。

インターネット等による議決権行使方法のご案内

5
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株主総会
参考書類
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株主総会参考書類

6

議案および参考事項

第1号議案 剰余金の処分の件
剰余金の処分につきましては、次のとおりとさせていただきたいと存じます。

1. 期末配当に関する事項

当社は、受注高・売上高、利益の増加額や増加率に加え、ＲＯＥ
の水準を経営の主指標としており、配当についても、連結配当性向
30％を継続的に維持することを目標に、期間損益に応じた適正な配
当を安定的に実施することを重視しております。
上記方針に基づき、当期の期末配当金は、普通配当を直近の配当

予想より10円増配し１株当たり55円とさせていただき、さらに、期
初の予想に比し業績が好調に推移しましたので、特別配当10円を加
え次の通りとさせていただきたいと存じます。
これにより、中間配当金15円を含めました当期の年間配当金は

１株につき80円となります。

配当財産の種類
金銭

株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額
当社普通株式1株につき 65円
（内 普通配当 55円)
（内 特別配当 10円)

総額 1,209,847,535円
剰余金の配当が効力を生じる日
2025年6月30日（月曜日）

ご参考

1株当たり配当金の推移（円）

(注)当社は2024年4月1日を効力発生日として普通株
式1株につき3株の割合で株式分割を行っており
ます。そのため1株あたりの配当金の推移につい
ては、第121期以前についても当該株式分割が行
われたと仮定して算定しております。

2. 剰余金の処分に関する事項

剰余金の処分に関しては、経営の健全な発展を期し、今後の経営環境を総合的に勘案し、
次のとおりとさせていただきたいと存じます。

増加する剰余金の項目およびその額 減少する剰余金の項目およびその額
別途積立金 … 3,000,000,000 円 繰越利益剰余金 … 3,000,000,000 円
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第2号議案 取締役7名選任の件
取締役全員（7名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取締役7名の選任をお願いいたしたい

と存じます。当社は、メンバーの過半数を独立社外取締役で構成する任意の指名・報酬委員会を設置しており、以下
の全候補者の指名について妥当である旨の答申を得ております。
取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号 氏 名 性別 現在の当社における地位・担当 取締役会への

出席状況(第122期)

1 再 任
つばき もと てつ や

椿本 哲也 男性 代表取締役会長 ＣＥＯ 13回／13回

2 再 任
こう だ まさ し

香田 昌司 男性 代表取締役社長 ＣＯＯ 兼 海外事業統括 13回／13回

3 再 任
かす が べ ひろし

春日部 博 男性
取締役専務執行役員
管理総括 兼 内部監査担当 兼 広報担当
兼 サステナビリティ担当 兼 内部統制担当
兼 リスクマネジメント担当 兼 コンプライアンス担当

13回／13回

4 再 任
ふじ しげ たく いち

藤重 卓一 男性
取締役専務執行役員
営業総括 兼 開発戦略総括 兼 開発戦略本部長 兼
技術室担当

10回／10回

5
再 任
社 外
独 立

にの みや ひで き

二宮 秀樹 男性 社外取締役 13回／13回

6
再 任
社 外
独 立

やす はら ゆ み こ

安原 由美子 女性 社外取締役 13回／13回

7
再 任
社 外
独 立

やま もと なお みち

山本 直道 男性 社外取締役 13回／13回

再 任 再任取締役候補者 社 外 社外取締役候補者 独 立 株式会社東京証券取引所の定めに
基づく独立役員候補者

（注）藤重卓一氏の取締役会出席回数は、2024年６月27日就任後に開催された取締役会を対象としております。
山本直道氏の取締役会出席回数は、2024年６月27日に監査役を退任するまでに開催された取締役会および2024年６月27日就任後に開催された取締役会を対象としております。
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候補者番号 つばき もと てつ や

椿 本 哲 也1 再 任
1955年3月11日生 男 性

所有する当社の株式数 取締役会への出席状況
98,683株 13回／13回

略歴、地位および担当 取締役候補者とした理由

1989 年 4月 当社入社

1991 年 6月 当社取締役

1993 年 6月 当社専務取締役（代表取締役）

1997 年 6月 当社取締役社長（代表取締役）

2005 年 7月 当社取締役社長（代表取締役）SRS事業管掌

2007 年 7月 当社取締役社長（代表取締役）海外事業総括

2011 年10月 当社取締役社長（代表取締役）開発戦略本部長

2018 年 6月 当社取締役会長（代表取締役）海外事業担当

2019 年 6月 当社取締役会長（代表取締役）CEO（現在）

椿本哲也氏は、長年にわたり当社代表取
締役を務め、優れたリーダーシップをもっ
て当社を牽引してきた経験を有しておりま
す。その経験に裏打ちされた幅広い視野と
経営手腕は、当社の経営に欠かせないこと
から、引き続き取締役としての職務を適切
に遂行できるものと判断いたしました。

重要な兼職の状況

該当はありません。
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候補者番号 こう だ まさ し

香 田 昌 司2 再 任
1958年11月8日生 男 性

所有する当社の株式数 取締役会への出席状況
14,984株 13回／13回

略歴、地位および担当 取締役候補者とした理由

1981 年 4月 当社入社

2005 年 4月 当社グローバル推進グループ 東日本営業部長

2010 年 4月 TSUBACO SINGAPORE PTE.LTD. 代表取締役

2013 年10月 当社経営戦略本部 部長 兼 同本部営業企画室長

2015 年 6月 当社経営戦略本部 東京経営戦略室長

2016 年 6月 当社取締役執行役員
経営戦略本部長（企画・広報・コンプライアンス担当）

2018 年 6月 当社取締役社長（代表取締役）
経営戦略担当 兼 経営戦略本部長（企画・広報担当）

2019 年 6月 当社取締役社長（代表取締役）COO

2024 年 6月 当社取締役社長（代表取締役）COO 兼 海外事業統括（現在）

香田昌司氏は、海外子会社の代表取締役
など、海外事業で手腕を発揮し、また経営
戦略部門などで業務執行に携わり、2018
年6月からは、当社の代表取締役を務める
など、豊富な経験・実績・見識を有してお
ります。
これらの知見を引き続き当社の経営に活

かし、取締役としての職務を適切に遂行で
きるものと判断いたしました。

重要な兼職の状況

該当はありません。
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候補者番号 かす が べ ひろし

春 日 部 博3 再 任
1949年9月8日生 男 性

所有する当社の株式数 取締役会への出席状況
10,695株 13回／ 13回

略歴、地位および担当 取締役候補者とした理由

1972 年 4月 当社入社

2009 年10月 当社執行役員

2010 年 6月 当社執行役員 財経担当

2011 年 6月 当社取締役執行役員

2011 年10月 当社取締役執行役員 管理本部副本部長

2016 年 6月 当社取締役常務執行役員 管理総括 兼 管理本部長
兼 内部監査担当

2018 年 6月 当社取締役専務執行役員 管理総括 兼 管理本部長
兼 コンプライアンス担当 兼 内部監査担当

2022 年 6月
当社取締役専務執行役員 管理総括 兼 管理本部長
兼 内部監査担当 兼 法務・与信管理担当 兼 広報担当
兼 内部統制担当 兼 リスクマネジメント担当
兼 コンプライアンス担当

2023 年 6月
当社取締役専務執行役員 管理総括 兼 管理本部長
兼 内部監査担当 兼 法務・与信管理担当 兼 広報担当
兼 サステナビリティ担当 兼 内部統制担当
兼 リスクマネジメント担当 兼 コンプライアンス担当

2024 年 6月
当社取締役専務執行役員 管理総括 兼 内部監査担当
兼 広報担当 兼 サステナビリティ担当 兼 内部統制担当
兼 リスクマネジメント担当 兼 コンプライアンス担当（現在）

春日部博氏は、管理部門での業務執行に
長年携わり、情報管理、財務・経理、人
事・総務、法務などに関する豊富な経験と
知識を有しております。
これらの知見を引き続き当社の経営に活

かし、取締役としての職務を適切に遂行で
きるものと判断いたしました。

重要な兼職の状況

該当はありません。
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候補者番号 ふじ しげ たく いち

藤 重 卓 一4 再 任
1956年11月17日生 男 性

所有する当社の株式数 取締役会への出席状況
11,905株 10回／10回

略歴、地位および担当 取締役候補者とした理由

1979 年 4月 当社入社

2009 年 6月 当社執行役員 東日本営業本部 装置担当
兼 システム第一事業部長

2012 年 4月
当社執行役員
営業総括本部 東日本営業本部副本部長（装置担当）
兼 開発戦略本部 ATOMBD担当GM 兼 ATOMBD長

2018 年 6月
当社取締役執行役員
東日本本部長 兼 東日本営業本部長（施工管理担当）
兼 開発戦略本部副本部長（ATOMBD担当）

2020 年 6月
当社専務執行役員
東日本本部長 兼 東日本営業本部長（施工管理担当）
兼 開発戦略本部副本部長（ATOMBD担当）

2022 年 6月 当社専務執行役員 東日本本部長（施工管理担当）
兼 開発戦略本部副本部長（ATOMBD担当）

2024 年 6月 当社取締役専務執行役員 営業総括 兼 開発戦略総括
兼 開発戦略本部長 兼 技術室担当（現在）

藤重卓一氏は、営業部門および開発戦略
部門で長年にわたり責任者を務めるなど、
当社を取り巻くビジネスに関する豊富な経
験・実績・見識を有しております。
これらの知見を引き続き当社の経営に活

かし、取締役としての職務を適切に遂行で
きるものと判断いたしました。

重要な兼職の状況

該当はありません。
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候補者番号 にの みや ひで き

二 宮 秀 樹5 再 任 社 外 独 立
1955年3月15日生 男 性

所有する当社の株式数 取締役会への出席状況 在任年数（本総会終結時）
3,558株 13回／13回 9年

略歴、地位および担当 社外取締役候補者とした理由
および期待される役割

1981 年 1月 早駒運輸株式会社入社

1990 年 7月 同社取締役

1992 年 7月 同社常務取締役

2000 年 7月 同社代表取締役専務（現在）

2009 年 6月 早駒マリンサービス株式会社 代表取締役社長（現在）

2011 年 4月 早駒商事株式会社 代表取締役社長（現在）

2016 年 6月 当社社外取締役（現在）

二宮秀樹氏は、会社経営における豊富な
経験と知見を有しており、当社の社外取締
役としての職務を遂行できるものと判断い
たしました。
選任後は、引き続き長年培われた企業経

営の観点から指名・報酬分野をはじめとし
た、当社取締役会の意思決定および経営陣
の職務執行を監督していただけるものと期
待しております。

重要な兼職の状況

早駒運輸株式会社 代表取締役専務
早駒商事株式会社 代表取締役社長
早駒マリンサービス株式会社 代表取締役社長
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候補者番号 やす はら ゆ み こ

安 原 由美子6 再 任 社 外 独 立
1983年11月30日生 女 性

所有する当社の株式数 取締役会への出席状況 在任年数（本総会終結時）
979株 13回／13回 3年

略歴、地位および担当 社外取締役候補者とした理由
および期待される役割

2012 年12月 大阪弁護士会 弁護士登録
竹山法律事務所 入所（現在）

2022 年 6月 当社社外取締役（現在）

安原由美子氏は、直接会社経営に関与さ
れた経験はありませんが、弁護士として培
われた専門的な知見を有しており、当社の
社外取締役としての職務を遂行できるもの
と判断いたしました。
選任後は、引き続き客観的な視点から、

法務・コンプライアンス、財務・会計、労
務分野をはじめとし、当社取締役会の意思
決定および経営陣の職務執行を監督してい
ただけるものと期待しております。

重要な兼職の状況

竹山法律事務所 弁護士
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候補者番号 やま もと なお みち

山 本 直 道7 再 任 社 外 独 立
1968年11月18日生 男 性

所有する当社の株式数 取締役会への出席状況 在任年数（本総会終結時）
7,082株 13回／13回 1年

略歴、地位および担当 社外取締役候補者とした理由
および期待される役割

1992 年10月
日本公認会計士協会 会計士補登録
アーサーアンダーセン会計事務所
（現 有限責任 あずさ監査法人）入所

1996 年 1月 日本公認会計士協会 公認会計士登録

2001 年10月
第二東京弁護士会 弁護士登録
東京青山・青木法律事務所 （現 ベーカー＆
マッケンジー法律事務所）入所

2007 年 5月 ノースウェスタン大学ロースクール卒業（LL.M.）

2012 年 5月 山本直道法律事務所開設 代表弁護士（現在）
山本直道公認会計士事務所開設 代表（現在）

2016 年 6月 当社 社外監査役
2024 年 6月 当社社外取締役（現在）

山本直道氏は、直接会社経営に関与され
た経験はありませんが、弁護士ならびに公
認会計士の資格を有しており、企業法務お
よび財務・会計に関する相当程度の知見を
有しております。2016年6月からは当社
社外監査役として、業務執行の監査を行う
ほか、取締役会・監査役会において、専門
的見地からの助言を頂いており、当社の社
外取締役としての職務を適正に遂行するこ
とができるものと判断いたしました。
選任後は、引き続き客観的な視点から、

指名・報酬、法務・コンプライアンス、財
務・会計、労務分野をはじめとした、当社
取締役会の意思決定および経営陣の職務執
行を監督していただけるものと期待してお
ります。

重要な兼職の状況

山本直道法律事務所 代表弁護士
山本直道公認会計士事務所 代表
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【取締役候補者に関する特記事項】

■当社との特別の利害関係
各取締役候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

■社外取締役候補者に関する事項
二宮秀樹氏、安原由美子氏および山本直道氏は、社外取締役候補者であります。

■独立役員に関する事項
当社は、二宮秀樹氏、安原由美子氏および山本直道氏を株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員とし

て指定し、同取引所に届け出ております。各氏が原案どおり選任された場合、引き続き独立役員になる予定であ
ります。

■取締役候補者との責任限定契約の概要
当社は、二宮秀樹氏、安原由美子氏および山本直道氏との間で、会社法第427条第1項に基づき、同法第423条

第1項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく責任の限度額は、法令が限定する額
としております。各氏が原案どおり選任された場合、当該契約を継続する予定であります。

■取締役候補者を被保険者とする役員等賠償責任保険の概要
当社は、会社法第430条の3第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており2025

年10月に更新する予定です。当該保険は、被保険者である役員等がその職務の執行に関し責任を負うこと、また
は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害について、当該保険契約により填補す
ることとしております。
各取締役候補者が原案どおり選任された場合は、候補者全員が当該保険契約の被保険者に含められることとな

ります。
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ご参考
本定時株主総会終結後の取締役・監査役のスキル・マトリックス（予定）

氏 名 □男性
◇女性

当社が期待するスキル（知識・経験・能力）

企業経営 営業・マーケ
ティング 財務・会計

法務・
コンプライア

ンス
ＤＸ・ＩＴ 国際性

取

締

役

椿 本 哲 也 ■ ○ ○ ○ ○ ○ ○

香 田 昌 司 ■ ○ ○ ○ ○ ○ ○

春 日 部 博 ■ ○ ○ ○ ○ ◯

藤 重 卓 一 ■ ○ ○ ○ ◯ ○

二 宮 秀 樹 社外
独立 ■ ○ ○ ○ ○

安原 由美子 社外
独立 ◆ ○ ○

山 本 直 道 社外
独立 ■ ○ ○

監

査

役

大 河 原 治 ■ ◯ ○ ○ ◯ ○

山野 慎一郎 ■ ◯ ○ ◯ ◯

小 林 均 社外 ■ ○ ○ ○

山 本 哲 也 社外 ■ ◯ ◯ ○ ◯
※各氏に期待する知識・経験・能力であり、各氏の有する全てのスキルを表すものではありません。
※第２号議案が原案どおり承認可決された場合に予定しているものです。
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第3号議案 補欠監査役１名選任の件
現在の補欠監査役選任の効力は、本総会開始の時までとなっておりますので、法令に定める監査役の員数を欠くこ

とになる場合に備え、あらかじめ補欠監査役１名の選任をお願いいたしたいと存じます。
なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
補欠監査役候補者は次のとおりであります。

うえ の よし ひと

植 野 禎 仁 1976年4月9日生 男 性

所有する当社の株式数
0株

略歴および地位 補欠の社外監査役候補者とした理由

2000年10月 第一東京弁護士会 弁護士登録
長島・大野・常松法律事務所入所

2006年 6月 シカゴ大学ロースクール卒業（LL.M.）
2007年 5月 ジョージタウン大学 ローセンター卒業（LL.M. in Taxation）

2008年 3月 東京青山・青木・狛法律事務所
（現 ベーカー＆マッケンジー法律事務所）入所

2015年 5月 植野法律事務所 開設（現在）
2016年 1月 日本公認会計士協会 準会員登録（現在）
2020年12月 公益財団法人 戸田壽一・成郎育英財団 監事（現在）

植野禎仁氏は、直接会社経営に関与され
た経験はありませんが、弁護士として培わ
れた専門的な知見を有しており、社外監査
役に就任した場合には、その知見を当社の
監査体制に活かし、社外監査役としての職
務を適正に遂行することができるものと判
断いたしました。

重要な兼職の状況

植野法律事務所 弁護士

（注）１．植野禎仁氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．植野禎仁氏は、補欠の社外監査役候補者であります。
３．植野禎仁氏が社外監査役に就任した場合、株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出る

予定であります。
４．当社は、植野禎仁氏が社外監査役に就任した場合、同氏との間において、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条

第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に基づく責任の限度額は、法令が限定する額とする
予定であります。

５．当社は、会社法第430条の3第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており2025年10月に更新す
る予定です。当該保険は、被保険者である役員等がその職務の執行に関し責任を負うこと、または当該責任の追及に係る請求を
受けることによって生ずることのある損害について、当該保険契約により填補することとしております。
植野禎仁氏が社外監査役に就任した場合、当該保険契約の被保険者に含められることとなります。

以 上
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Ⅰ 企業集団の現況に関する事項

1. 事業の経過およびその成果

当連結会計年度における世界経済は、世界的なインフレの継続や中国で長引く景気不振などに加え、年度末には米
国のトランプ大統領による新たな輸入関税措置が発表されるなど、混迷の度合いを深めて推移いたしました。
国内においても、食料品を中心とした物価高や円安の継続に加え、人手不足の常態化などにより経済活動は盛り上

がりを欠き、先行き不透明な状況が継続しております。
このような状況下にあって、当企業グループでは、お客様のニーズを的確につかんだ営業を展開し目標に邁進して

まいりました。
この結果、受注高については、省力化設備等の設備装置関連を中心にお客様のニーズが強く、前年度の大口受注を

含めた金額以上に増加することができ、受注残高も高水準の残高を維持いたしました。これにより受注高も受注残高
も過去最高額となりました。また、売上高につきましても、豊富な受注残高を概ね納期どおりに売上計上することが
できたことから、前年度を大きく上回り、3年連続で過去最高額を更新いたしました。利益面では、増収により売上
総利益が増益したため、各段階利益もそれにつれ増益となり、過去最高となりました。

連結受注高

1,289億35百万円
前期比 103.3％

連結売上高

1,243億23百万円
前期比 109.5％

連結営業利益

60億21百万円
前期比 115.1％

連結経常利益

65億13百万円
前期比 116.8％

親会社株主に帰属する当期純利益

46億91百万円
前期比 117.3％
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西日本本部
445億62百万円
前期比：120.9%

中日本本部
179億00百万円
前期比：111.2%

開発戦略本部
172億33百万円
前期比：83.3%

東日本本部
446億27百万円
前期比：111.9%

売上高構成比
売上高合計

1,243億23百万円

44,627

第121期

売上高（百万円）

第122期

39,866

44,562

第122期第121期

売上高（百万円）

36,847

19

セグメント別連結売上高

東日本本部 売上高構成比35.9％
当本部は、北海道・東北・甲信越・関東地区が担当エリアであり、全体の売上高

の約36％を占めております。
当連結会計年度は、前年度の受注残高を順調に売上計上しております。このうち

動伝部品の売上高につきましては、半導体製造装置関連部品が若干弱含みとなった
ものの、産業全体に供給する部品は好調な業種を中心に合計で前年同期を上回りま
した。設備装置関連については、比較的大型の案件を複数件成約し、受注高が大幅
に増加し、売上高についても大幅に増加いたしました。
この結果、本部全体の売上高は446億27百万円（前期比111.9％）となりました。

西日本本部 売上高構成比35.8％
当本部は、北陸・関西・中国・四国・九州地区が担当エリアであり、全体の売上

高の約36％を占めております。
当連結会計年度は、動伝部品においては、受注高が回復傾向にあるものの、重工

業向け等の売上高が前年同期実績に届かず弱含みとなりました。設備装置関連では、
受注高については、比較的大型の案件の新規受注を中心に前年同期に比べ増加いた
しました。売上高については、前年度に受注した大口設備を工事進捗割合に応じて
売上計上していることに加え、その他の受注残高についても順調に売上計上したた
め、前年同期に比べ大きく増加いたしました。
この結果、本部全体の売上高は445億62百万円（前期比120.9％）となりました。
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中日本本部 売上高構成比14.4％
当本部は、東海地区が担当エリアであり、全体の売上高の約14％を占めておりま

す。
当連結会計年度は、受注高については、動伝部品、設備装置関連ともに急速に回

復しております。また、売上高については、動伝部品は、自動車関連業界を中心と
して堅調に推移いたしました。設備装置関連については、重工業や自動車関連、食
品業界向け等を中心に前年度の受注残高を順調に売上計上いたしました。
この結果、本部全体の売上高は179億00百万円（前期比111.2％）となりました。

開発戦略本部 売上高構成比13.9％
当本部は、当企業グループ全体の海外ビジネスやマテリアルビジネスを担当し、

それらビジネスの拡大や、制御・センシングビジネスに向けた新商品の開発にも取
り組んでいる部門で、その売上高は全体の約14％を占めております。
当連結会計年度は、海外子会社の受注高および売上高については、中国の景気減

速の影響を受け、中国子会社並びにＡＳＥＡＮ各国の子会社の業績は、総じて低調
なものとなりました。マテリアルビジネスにつきましては、介護・衛生関連商品を
中心に需要が弱含みで推移していることにより、売上高は減収となりました。一方、
受注高については需要が下げ止まり、徐々に回復しております。また、新規事業で
あるセンシング・画像処理ビジネスの売上高は、国内子会社を通じた販売が堅調に
増加しております。
この結果、本部全体の売上高は172億33百万円（前期比83.3％）となりました。

2. 資金調達の状況
当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行

と貸出コミットメント契約を締結しております。この契約に
基づく当連結会計年度末における貸出コミットメントに係る
借入未実行残高等は右のとおりであります。

貸出コミットメントの総額 ……… 2,000百万円
借入実行残高 …………………………… ―百万円

差引額 ……………………………… 2,000百万円
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3. 財産および損益の状況の推移
（1）企業集団の財産および損益の状況の推移

区 分
第119期

2021年4月 1 日から
2022年3月31日まで

第120期
2022年4月 1 日から
2023年3月31日まで

第121期
2023年4月 1 日から
2024年3月31日まで

第122期
2024年4月 1 日から
2025年3月31日まで

受 注 高（百万円） 116,024 114,837 124,773 128,935
売 上 高（百万円） 96,890 107,963 113,503 124,323
親会社株主に帰属する 3,177 3,667 4,000 4,691当 期 純 利 益（百万円）

1株当たり当期純利益（円） 169.19 195.18 212.90 252.03
総 資 産（百万円） 76,773 84,474 94,756 100,672
純 資 産（百万円） 30,762 34,039 40,377 44,017
1株当たり純資産額（円） 1,628.03 1,798.91 2,135.89 2,382.17

（2）当社の財産および損益の状況の推移

区 分
第119期

2021年4月 1 日から
2022年3月31日まで

第120期
2022年4月 1 日から
2023年3月31日まで

第121期
2023年4月 1 日から
2024年3月31日まで

第122期
2024年4月 1 日から
2025年3月31日まで

受 注 高（百万円） 110,612 107,589 115,790 121,509
売 上 高（百万円） 91,538 101,628 104,761 117,575
当 期 純 利 益（百万円） 3,082 3,373 3,970 4,567
1株当たり当期純利益（円） 164.13 179.52 211.29 245.36
総 資 産（百万円） 74,386 82,019 92,707 98,006
純 資 産（百万円） 27,916 30,722 36,660 40,004
1株当たり純資産額（円） 1,486.38 1,634.81 1,950.99 2,178.86

（注）１．１株当たり当期純利益は、期中平均の発行済株式総数から自己株式数を控除した株式数により算出しております。
また、１株当たり純資産額は、期末発行済株式総数から自己株式数を控除した株式数により算出しております。

２．当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。
このため、第119期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益および１株当たり純資産額を
算定しております。

３．当社は、役員株式交付信託を導入しており、当該信託が保有する当社株式を１株当たり当期純利益および１株当たり
純資産額を算定する上で、自己株式に含めております。
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4. 対処すべき課題
当企業グループは、2023年度から2025年度までの3カ年を対象とする中期経営計画『ATOM2025』を実施し

ております。2年目となる2024年度は、地域特性に合わせた顧客開拓、商品開発等の営業施策を推進した結果、
連結売上高は前年度をさらに上回り過去最高の結果となりました。
一方で、需要に対する人材の不足感がさらに高まり、収益拡大と持続的な成長のため人事戦略の見直しをはじめ

とする人的資本施策の強化が急務となっております。また、脱炭素社会への対応および環境保全、少子高齢化によ
る設備需要拡大等、産業構造の変化が予測されています。加えて、世界経済の不透明感も高まっております。
中期経営計画の最終年度となる2025年度は、このような外部環境の変化を背景とした社会課題の解決に向けて

適切に取り組むとともに、さらなる業績の向上を目指して邁進してまいります。

（1）人的資本への投資
当企業グループの競争力を強化し、人的付加価値を向上するためには、多様で有能な人材を採用するとともに、

社員一人ひとりが能力を高め、その能力を最大限発揮することが重要となります。そのためには、女性の総合職を
はじめとする多様な人材を採用するため、新卒の通年採用や経験者採用に注力し、採用手法の多角化を進めます。
また、DXの推進に対応した人材、高い専門性と技術力向上を重視した人材の育成を行ってまいります。さらには、
ダイバーシティとそれを公平に活かす環境作りを推進し、従業員のエンゲージメント向上につなげる教育・研修を
はじめ健康経営等への人的資本投資に取り組みます。

（2）新分野の開拓と事業領域拡大を見据えた商品開発
事業ポートフォリオの再構築を見据えて成長分野としての物流、ヘルスケア、環境、食品、交通インフラ、EV

関連に注力し、新ビジネスの創出と新商品の開発を目指します。加えて、脱炭素社会への移行に伴う顧客ニーズの
変化に対応し、脱炭素関連製品の増加を見込んだ事業機会の探索を実施します。また、メーカーとの協働による新
たな商品開発を進めることで、高付加価値商品の販売拡大と収益性向上の両立を目指します。
さらに、地域密着営業の強化により顧客数の増加を目指し、子会社の機動力をより発揮するため、地域特性に合わ
せた地域戦略を深化させていきます。加えて、各販売拠点と新商品開発部門が連携し、輸入商品の発掘を中心にグ
ループネットワークを有機的に活用することで事業領域の拡大をはかります。

（3）サステナビリティ経営の推進
サステナビリティ基本方針に基づき、事業活動を通じた社会的価値の創造を目指します。持続可能な社会の実現

に向け、サステナビリティ推進委員会の活動を通じて、環境問題をはじめとする社会課題の解決に積極的に取り組
むと同時に、それを実現するための透明性ある経営体制の構築および積極的な情報開示を実施し、ステークホルダ
ーの皆様から信頼される企業を目指します。さらには、事業部門と本社部門の連動により、様々な分野における
ESGおよびSDGsへの取り組みを加速させます。

以上を重要課題（マテリアリティ）と再認識し、その課題解決に向けて中期経営計画策定時の重点施策に、事業
戦略と経営基盤強化の両面からさらに磨きをかけてまいります。さらには、変化する経営環境において、機械と技
術のプロフェッショナル集団として、社会に対し価値を提供するべく変革と進化を続け、産業界の未来価値創造に
貢献してまいります。
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5. 重要な親会社および子会社の状況
（1）重要な親会社の状況

該当事項はありません。

（2）重要な子会社の状況
会 社 名 資本金（百万円） 出資比率（％） 主要な事業内容

株式会社ツバコー・ケー・アイ 40 100 各種伝動機器、設備装置等の販売
株式会社ツバコー・エス・ケー 10 100 各種伝動機器、設備装置等の販売

重要な子会社2社を含む連結子会社は15社、持分法適用会社は4社であります。
なお、当連結会計年度における連結決算の概要は、『Ⅰ企業集団の現況に関する事項「 １．事業の経過および

その成果」および「 ３．財産および損益の状況の推移」』に記載のとおりであります。
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Ⅱ 会社役員に関する事項（2025年３月31日現在）

（1）取締役および監査役に関する状況
地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

取 締 役 会 長
（代 表 取 締 役） 椿 本 哲 也 C EO

取 締 役 社 長
（代 表 取 締 役） 香 田 昌 司 COO 兼 海外事業統括

取締役専務執行役員 春 日 部 博
管理総括 兼 内部監査担当 兼 広報担当
兼 サステナビリティ担当 兼 内部統制担当
兼 リスクマネジメント担当 兼 コンプライアンス担当

取締役専務執行役員 藤 重 卓 一 営業総括 兼 開発戦略総括 兼 開発戦略本部長
兼 技術室担当

取 締 役 二 宮 秀 樹
早駒運輸株式会社 代表取締役専務
早駒商事株式会社 代表取締役社長
早駒マリンサービス株式会社 代表取締役社長

取 締 役 安 原 由 美 子 竹山法律事務所 弁護士

取 締 役 山 本 直 道 山本直道法律事務所 代表弁護士
山本直道公認会計士事務所 代表

監 査 役（常 勤） 大 河 原 治

監 査 役（常 勤） 山 野 慎 一 郎

監 査 役（常 勤） 小 林 均

監 査 役 山 本 哲 也

（注）1．取締役 二宮秀樹氏、取締役 安原由美子氏および取締役 山本直道氏は、社外取締役であります。
なお、当社は各氏を株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

2．監査役 小林均氏および監査役 山本哲也氏は社外監査役であります。
3．監査役 山野慎一郎氏は、長年にわたり当社の経理部門に在籍し、経理・財務業務に携わってきた経験があり、

財務および会計に関する相当程度の知見を有しております。
4．監査役 小林均氏は、長年にわたり株式会社椿本チエインの経理・財務業務に携わってきた経験があり、財務および

会計に関する相当程度の知見を有しております。
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5．当社では、取締役会の意思決定の充実および迅速化ならびに業務執行・監督機能強化を目的として、
2007年6月28日より執行役員制度を導入しております。
執行役員は15名であり、取締役兼執行役員2名のほか、以下13名で構成されております。

地 位 氏 名 職名および重要な兼職の状況
専 務 執 行 役 員 山 田 正 行 西日本本部長（施工管理担当）
常 務 執 行 役 員 山 村 純 一 郎 開発戦略本部 副本部長（テクノマテＢＤ担当）
常 務 執 行 役 員 纐 纈 准 志 経営戦略本部長 兼 広報室長
常 務 執 行 役 員 磯 部 好 伸 中日本本部長（施工管理担当）
常 務 執 行 役 員 藤 井 誠 人 管理本部長 兼 広報担当補佐
常 務 執 行 役 員 森 健 司 東日本本部長（施工管理担当）
上 席 執 行 役 員 植 田 裕 照 管理本部 副本部長（人事・総務担当）兼 秘書担当

兼 コーポレートガバナンス担当
兼 コンプライアンス担当補佐

執 行 役 員 廣 政 徹 也 西日本本部 副本部長
執 行 役 員 今 西 由 美 子 購買部長
執 行 役 員 橋 本 房 生 西日本本部 西日本営業本部長
執 行 役 員 中 江 嘉 久 東日本本部 東日本営業本部長 兼 横浜支店長
執 行 役 員 小 出 正 弘 管理本部 副本部長（人事担当）兼 人事総務部長
執 行 役 員 富 一 彦 法務・審査担当 兼 法務・審査室長

（2）責任限定契約の内容の概要
当社は、各社外取締役および各監査役との間において、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条

第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく責任の限度額は、法令が限定する
額としております。

（3）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。
当該保険契約の被保険者の範囲は当社の取締役、監査役、執行役員および重要な使用人であり、被保険者は保

険料を負担しておりません。
当該保険契約により保険期間中に被保険者に対して提起された損害賠償請求にかかる訴訟費用および損害賠償

金等が填補されることとなります。
ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、当該被保険者が法令違反の行為であ

ることを認識して行った行為に起因して生じた損害の場合には填補の対象とならないなど、一定の免責事由があ
ります。
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（4）取締役および監査役の報酬等の額
① 当事業年度に係る役員の報酬等の総額等

区 分 支給
人員

報酬等の種類別の額
計 摘 要

基本報酬 業績連動報酬 非金銭報酬
取 締 役 9名 183百万円 69百万円 21百万円 275百万円 うち社外6名、46百万円

(基本報酬のみ）監 査 役 6名 63百万円 ― ― 63百万円
合 計 15名 247百万円 69百万円 21百万円 339百万円

（注）1. 上記の取締役および監査役の支給人員には、2024年6月27日開催の第121回定時株主総会の終結の時をもって退任した
取締役2名（うち社外取締役1名）および監査役2名（うち社外監査役1名）を含んでおります。

2. 取締役(社外取締役を除く)に対して業績連動報酬を支給しております。
業績連動報酬の額の算定の基礎として選定した業績指標の内容は、連結経常利益の計上額であり、これが20億円未満である
場合は業績連動報酬を支給いたしません。当該指標を選定した理由は、当企業グループの業績を反映したものであり、株主総会
で報告されていること、業績の目標値として社外公表しており、経営目標達成度がステークホルダーにもわかりやすいこと、
決算時に簡単にかつ正確に測定でき、恣意性を排除できることであります。業績連動報酬の額は、役位、在位期間による係数を
用いて算定しております。なお、当事業年度における連結経常利益の実績は65億13百万円であります。

3. 非金銭報酬として取締役(社外取締役を除く)に対して株式報酬を支給しております。
当該株式報酬は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託が当社株式を取得し、当該信託が一定の要件を満たす
当社取締役に対し、当社株式を交付するものであります。なお、取締役が当社株式の交付を受ける時期は、
取締役の退任時であります。当該信託が保有する当社の株式数は、252,900株であります。

② 取締役および監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役の報酬の額は、2016年6月29日開催の第113回定時株主総会において年額312百万円以内（使用

人兼務取締役に対する使用人分給与相当額は含まず、かつ社外取締役については年額18百万円以内）と決
議されております。当該株主総会終結時点の取締役の員数は８名（うち社外取締役は２名）であります。
なお、社外取締役１名増員に伴い、2022年６月29日開催の第119回定時株主総会で社外取締役の報酬限

度額を年額30百万円以内と改定決議しております。当該株主総会終結時点の社外取締役の員数は３名であ
ります。また当該報酬とは別枠で、2020年6月26日開催の第117回定時株主総会において、株式報酬の額
を当初対象期間の３事業年度（2020年度〜2022年度）分、合計180百万円を上限とした金銭を信託拠出
する旨を決議しております。なお、この決議においては、当社の取締役会の決定により、対象期間を５事業
年度以内の期間を都度定めて延長することができ、当該延長分の対象期間の事業年度数に60百万円を乗じ
た金額を上限とする金銭を追加拠出できるとしております。ただし、社外取締役は拠出対象外としておりま
す。当該株主総会終結時点の社外取締役を除く取締役の員数は４名であります。
監査役の金銭報酬の額は、2016年6月29日開催の第113回定時株主総会決議において年額84百万円以内

と決議されております。当該株主総会終結時点の監査役の員数は４名であります。

2025年05月22日 16時05分 $FOLDER; 27ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



事業報告

27

③ 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項
当社は、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針を定めており、取締役の報酬等は、その客観性が

確保され、各人の役割と責任に値する報酬額となるようにしております。その概要は、取締役会において決
議しております。取締役の報酬等の決定については、年額の報酬限度額を株主総会で決議することとし、報
酬は、基本報酬、業績連動報酬および株式報酬により構成され、取締役（社外取締役を除く）の報酬割合
は、基本報酬60％、業績連動報酬30％、株式報酬10％を目安としております。社外取締役は基本報酬のみ
としております。取締役の報酬制度や報酬水準については、決定プロセスの客観性・透明性を確保する観点
から、任意に設置した指名・報酬委員会から答申を受け、取締役会の決議により決定しております。指名・
報酬委員会は、取締役の個人別の基本報酬額に加え、業績連動報酬額および株式報酬の内容が、あらかじめ
定めている支給算定式に正しく合致しているか等について審議しております。なお、指名・報酬委員会は、
社外取締役である二宮秀樹氏が委員長を務め、委員として社外取締役である山本直道氏、当社代表取締役で
ある椿本哲也氏により構成されております。当事業年度に係る各取締役の報酬につきましては、指名・報酬
委員会より各取締役の報酬額（基本報酬・業績連動報酬・株式報酬）の決定について妥当である旨の答申を
得ており、取締役会もその答申を尊重し当該方針に沿うものであると判断しております。
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（5）社外役員に関する事項
① 重要な兼職先である法人等と当社との関係

社外取締役 二宮秀樹氏は、早駒運輸株式会社の代表取締役専務を、また、早駒商事株式会社および早駒マ
リンサービス株式会社の代表取締役社長を兼職しております。
なお、当社と当該法人との間には、重要な取引その他特別な関係はありません。

社外取締役 安原由美子氏は、竹山法律事務所の弁護士を兼職しております。
なお、当社と当該事務所との間には、重要な取引その他特別な関係はありません。

社外取締役 山本直道氏は山本直道法律事務所の代表弁護士を、また、山本直道公認会計士事務所の代表を
兼職しております。
なお、当社と当該事務所との間には、重要な取引その他特別な関係はありません。

② 当該事業年度における主な活動状況

区 分 氏 名 主な活動状況および
社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

社 外 取 締 役 二 宮 秀 樹

当事業年度開催の取締役会13回のうち13回全てに出席し、議案審議等に必要
な発言を適宜行っております。また、上記のほか、当社取締役の新任および再
任を事前に審査し、また当社取締役および委任型執行役員の報酬制度および水
準について審査する指名・報酬委員会の委員長を務め、独立した客観的な立場
から経営陣の監督に務めております。

社 外 取 締 役 安 原 由美子 当事業年度開催の取締役会13回のうち13回全てに出席し、主に弁護士として
の専門的見地から、議案審議等に必要な発言を適宜行っております。

社 外 取 締 役 山 本 直 道

当事業年度開催の取締役会13回のうち取締役就任前は社外監査役として3回全
てに、取締役就任後は10回全てに、また取締役就任前開催の監査役会には5回
のうち5回全てに出席し、主に弁護士としての専門的見地から、議案審議等に
必要な発言を適宜行っております。また、上記のほか、当社取締役の新任およ
び再任を事前に審査し、また当社取締役および委任型執行役員の報酬制度およ
び水準について審査する指名・報酬委員会の委員を務め、独立した客観的な立
場から経営陣の監督に務めております。

社 外 監 査 役 小 林 均
当事業年度開催の取締役会13回のうち13回全てに、また、当事業年度開催の
監査役会15回のうち15回全てに出席し、主に経理・財務分野に対する専門的
見地から、議案審議等に必要な発言を適宜行っております。

社 外 監 査 役 山 本 哲 也
監査役就任後開催の取締役会10回のうち10回全てに、また、監査役就任後開
催の監査役会10回のうち10回全てに出席し、議案審議等に必要な発言を適宜
行っております。
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連結貸借対照表（2025年３月31日現在） （単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 100,672 負 債 の 部 56,655
流 動 資 産 81,082 流 動 負 債

支払手形及び買掛金
電 子 記 録 債 務
未 払 法 人 税 等
前 受 金
役 員 賞 与 引 当 金
工 事 損 失 引 当 金
そ の 他

固 定 負 債
役員株式給付引当金
退職給付に係る負債
長 期 未 払 金
繰 延 税 金 負 債

そ の 他

52,016
22,114
19,693
1,424
7,399

15
20

1,349

4,639
205

1,842
199

2,139

251

現 金 及 び 預 金 28,953
受取手形、売掛金及び契約資産 32,045
電 子 記 録 債 権 13,119
商 品 及 び 製 品 2,368
仕 掛 品 1,120
そ の 他 3,658
貸 倒 引 当 金 △182

固 定 資 産 19,590
有 形 固 定 資 産 2,454
建 物 1,464

減 価 償 却 累 計 額 △488
機械装置及び運搬具 569

減 価 償 却 累 計 額 △421
工具、器具及び備品 730 純 資 産 の 部 44,017

減 価 償 却 累 計 額 △408 株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式

その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
為 替 換 算 調 整 勘 定
退職給付に係る調整累計額
非支配株主持分

36,134

2,945

1,944

32,688

△1,444

7,602

7,323

1

286

△8

280

土 地 931
リ ー ス 資 産 189

減 価 償 却 累 計 額 △112
無 形 固 定 資 産 429
投 資 そ の 他 の 資 産 16,706
投 資 有 価 証 券 15,459
繰 延 税 金 資 産 28
退職給付に係る資産 16
そ の 他 1,423
貸 倒 引 当 金 △221

資 産 合 計 100,672 負 債 及 び 純 資 産 合 計 100,672

（注）百万円未満は切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書（2024年４月１日から2025年３月31日まで） （単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高 124,323
売 上 原 価 105,216
売 上 総 利 益 19,107

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 13,086
営 業 利 益 6,021

営 業 外 収 益
受 取 利 息 20
受 取 配 当 金 471
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 20
そ の 他 43 556

営 業 外 費 用
支 払 利 息 15
為 替 差 損 27
支 払 手 数 料 6
支 払 保 証 料 12
そ の 他 1 64

経 常 利 益 6,513
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 6
投 資 有 価 証 券 売 却 益 622 629

特 別 損 失
固 定 資 産 除 売 却 損 14
会 員 権 等 評 価 損 2
事 務 所 改 装 費 用 241 258

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 6,884
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 2,233
法 人 税 等 調 整 額 △52 2,180

当 期 純 利 益 4,703
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 12
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 4,691

（注）百万円未満は切り捨てて表示しております。
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貸借対照表（2025年３月31日現在） （単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 98,006 負 債 の 部 58,002
流 動 資 産 79,920 流 動 負 債

支 払 手 形
電 子 記 録 債 務
買 掛 金
未 払 金
未 払 法 人 税 等
前 受 金
預 り 金
工 事 損 失 引 当 金
そ の 他

固 定 負 債
役員株式給付引当金
退 職 給 付 引 当 金
長 期 未 払 金
長 期 預 り 金
繰 延 税 金 負 債
リ ー ス 債 務

53,620
118

19,666
21,289

874
1,024
6,665
3,938

20
24

4,382
205

1,761
199
200

2,002
11

現 金 及 び 預 金 26,614
受 取 手 形 647
電 子 記 録 債 権 11,156
売掛金及び契約資産 35,753
商 品 及 び 製 品 1,665
仕 掛 品 1,115
前 渡 金 2,132
そ の 他 942
貸 倒 引 当 金 △108

固 定 資 産 18,086
有 形 固 定 資 産 2,319
建 物 1,343

減価償却累計額 △414
機 械 494

減価償却累計額 △355
車 両 運 搬 具 9

減価償却累計額 △5 純 資 産 の 部 40,004
工具、器具及び備品 627 株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
そ の 他 資 本 剰 余 金

資本金及び資本準備金減少差益
自 己 株 式 処 分 差 益

利 益 剰 余 金
そ の 他 利 益 剰 余 金
別 途 積 立 金
繰 越 利 益 剰 余 金

自 己 株 式
評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

33,176
2,945
1,950
750

1,200
878
321

29,724
29,724
25,410
4,314

△1,444
6,827
6,826

1

減価償却累計額 △325
土 地 930
リ ー ス 資 産 32

減価償却累計額 △17
無 形 固 定 資 産 429
ソ フ ト ウ ェ ア 389
そ の 他 40
投 資 そ の 他 の 資 産 15,338
投 資 有 価 証 券 13,841
関 係 会 社 株 式 409
関 係 会 社 出 資 金 61
そ の 他 1,230
貸 倒 引 当 金 △204

資 産 合 計 98,006 負 債 及 び 純 資 産 合 計 98,006
（注）百万円未満は切り捨てて表示しております。
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損益計算書（2024年４月１日から2025年３月31日まで） （単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高 117,575
売 上 原 価 103,296
売 上 総 利 益 14,278

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 10,197
営 業 利 益 4,081

営 業 外 収 益
受 取 利 息 12
受 取 配 当 金 1,483
雑 収 入 192 1,689

営 業 外 費 用
支 払 利 息 6
支 払 手 数 料 6
支 払 保 証 料 6
為 替 差 損 9
雑 損 失 1 31

経 常 利 益 5,739
特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 売 却 益 622 622
特 別 損 失

固 定 資 産 除 売 却 損 14
会 員 権 等 評 価 損 2
事 務 所 改 装 費 用 227 244

税 引 前 当 期 純 利 益 6,117
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,577
法 人 税 等 調 整 額 △27 1,550

当 期 純 利 益 4,567

（注）百万円未満は切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2025年５月22日

椿本興業株式会社
取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
大阪事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 浅 野 豊
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 西 芳 範

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、椿本興業株式会社の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結

会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査
を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、椿本興業株式

会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表
示しているものと認める。
監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する
規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人
は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に

対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と連結

計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違
以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが

求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示する

ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判
断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうかを評

価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合に
は当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないか

どうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽
表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると
合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実
施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注
記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企
業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の
前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重
要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求
められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとと
もに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正
に表示しているかどうかを評価する。

・連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手するため
に、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。
監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不

備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許
容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2025年５月22日

椿本興業株式会社
取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
大阪事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 浅 野 豊
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 西 芳 範

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、椿本興業株式会社の2024年４月１日から2025年３月31日まで

の第122期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細
書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等

に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規
定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対

して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算書

類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外
にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが

求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示するこ

とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価

し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には
当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかど

うかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示
は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的
に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実
施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際
して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注
記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業
の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前
提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な
不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められて
いる。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と
して存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかととも
に、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示
しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不

備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許
容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書

監査報告書

当監査役会は、2024年４月１日から2025年３月31日までの第122期事業年度における取締役の職務の執行に関して、各監査
役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

1．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、当期の監査方針、監査計画、重点監査項目、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につ

いて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めま
した。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、当期の監査の方針、監査計画、重点監査項目、職務の分担等に
従い、取締役、内部監査部門、その他の使用人等及び会計監査人と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努
めるとともに、以下の方法で監査を実施いたしました。

① 取締役会、執行役員会その他重要な会議に出席するほか、取締役、内部監査部門、その他の使用人等からその職務の執行
状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、決裁書類その他重要な書類を閲覧し、本社及び主要な事業所におい
て業務及び財産の状況を調査いたしました。また、社外取締役と意思疎通を図り、コーポレートガバナンスの強化等につ
いて意見交換を行いました。子会社については、重要な会議に出席するほか、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及
び情報交換を図り、必要に応じて子会社に赴き、事業の報告を求めまたは業務及び財産の状況を調査いたしました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社及び
その子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第1項及び第3項に
定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）につい
て、取締役、内部監査部門及びその他の使用人等から、その構築及び運用状況について定期的に報告を受け、必要に応じ
て説明を求め、意見を表明いたしました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からそ
の職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行
われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会
計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書
及び連結注記表）について検討いたしました。
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2．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告

の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人 有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
（3）連結計算書類の監査結果

会計監査人 有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年５月22日

椿本興業株式会社 監査役会
常勤監査役 大河原 治 ㊞
常勤監査役 山 野 慎一郎 ㊞
常勤監査役
(社外監査役) 小 林 均 ㊞
監 査 役
(社外監査役) 山 本 哲 也 ㊞

以 上
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明治安田生命大阪梅田ビル
３階 当社会議室
☎ 06－4795－8800（代表）

JR大阪駅
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梅田ダ
イビル
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日
新
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ル

ハービ
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Ｔ

桜橋口

３番

西口

椿本興業株式会社
(明治安田生命大阪梅田ビル)

N

バリアフリールート

JR大阪駅（ 桜橋口 ・ 西口 出口） 徒歩 約7分
Osaka Metro西梅田駅（ 3番 出口） 徒歩 約5分

交通のご案内

車いすをご利用されるなどお身体が不自由な方は上記バリアフリールートを参考に会場へお越しください。
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その他の電子提供措置事項
（交付書面省略事項）

事業報告
主要な事業内容
主要な事業所
従業員の状況
主要な借入先
会社の株式に関する事項
会社の新株予約権等に関する事項
会計監査人の状況
業務の適正を確保するための体制ならびに当該体制の運用状況

連結計算書類
連結株主資本等変動計算書
連結注記表

計算書類
株主資本等変動計算書
個別注記表

第122期（2024年4月1日から2025年3月31日まで）

上記事項につきましては、法令および当社定款の規定に基づき、書面交付請求をいただ
いた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。なお、本定時株主総会にお
きましては、書面交付請求の有無にかかわらず、電子提供措置事項から上記事項を除い
たものを記載した書面を株主様に一律でご送付しております。
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事業報告

Ⅰ 企業集団の現況に関する事項

1. 主要な事業内容（2025年３月31日現在）

当企業グループは機械と技術の総合商社として、各種伝動機器、設備装置、産業資材その他の販売を主な事業と
し、これに付帯する事業も営んでおります。

セグメント 担当エリア 取扱商品

東 日 本 本 部 北海道・東北・甲信越・関東地区、
および同地区関係会社

国内における各種伝動機器、設備装置の取扱
商品全般西 日 本 本 部 北陸・関西・中国・四国・九州地区、

および同地区関係会社

中 日 本 本 部 東海地区、および同地区関係会社

開発戦略本部 海外、海外子会社、および新商品開発部門
海外における各種伝動機器、設備装置の取扱
商品全般、ならびに、産業資材の取扱商品全
般、および新商品

2. 主要な事業所（2025年３月31日現在）
（1）当社
名 称 所 在 地
大阪本社（本店） 大阪市北区梅田三丁目３番20号
東 京 本 社 東京都港区港南二丁目16番２号
名 古 屋 支 店 名古屋市西区牛島町６番１号
横 浜 支 店 横浜市西区北幸二丁目15番10号

営 業 所 札幌市、仙台市、新潟市、宇都宮市、水戸市、静岡市、浜松市、安城市、四日市市、金沢市、
神戸市、高松市、岡山市、広島市、福岡市
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（2）主要な子会社
① 国内

名 称 所 在 地
ツ バ コ ー 北 日 本 株 式 会 社 宮城県 仙台市
ツ バ コ ー 北 陸 販 売 株 式 会 社 新潟県 新潟市
ツ バ コ ー 北 関 東 株 式 会 社 栃木県 宇都宮市
ツ バ コ ー 西 関 東 株 式 会 社 埼玉県 川越市
ツ バ コ ー 東 関 東 株 式 会 社 千葉県 千葉市
株 式 会 社 ツ バ コ ー ・ ケ ー ・ ア イ 神奈川県 横浜市
ツ バ コ ー 東 海 株 式 会 社 愛知県 安城市
株 式 会 社 ツ バ コ ー ・ エ ス ・ ケ ー 京都府 京都市
ツ バ コ ー 関 西 株 式 会 社 兵庫県 西宮市
ツ バ コ ー 四 国 株 式 会 社 香川県 高松市
ツ バ コ ー ・ ウ エ ス ト 株 式 会 社 広島県 広島市
ツ バ コ ー 九 州 株 式 会 社 福岡県 福岡市

② 海外
名 称 所 在 地

T S U B A C O S I N G A P O R E P T E. L T D. シンガポール
T S U B A C O K T E C O., L T D. タイ
上 海 椿 本 商 貿 有 限 公 司 中国
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3. 従業員の状況（2025年３月31日現在）
当企業グループの従業員は792名(前年比35名増)であり、セグメント別に表すと以下のとおりであります。
なお、当社の従業員は554名(前年比31名増)であります。

セ グ メ ン ト 従 業 員 数 (名)
東 日 本 本 部 233
西 日 本 本 部 187
中 日 本 本 部 103
開 発 戦 略 本 部 133
全 社 （共 通） 136

合 計 792
（注）全社（共通）は特定のセグメントに区分できない管理部門等に所属している従業員数であります。

4. 主要な借入先（2025年３月31日現在）
該当事項はありません。
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Ⅱ 会社の株式に関する事項（2025年３月31日現在）

（1）発行可能株式総数 48,000,000株
（2）発行済株式の総数 19,493,907株 （自己株式 880,868株を含む）
（3）株主総数 11,121名
（4）大株主の状況（上位10名）

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）
株 式 会 社 椿 本 チ エ イ ン 2,014 10.82
太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社 1,680 9.03
NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE IEDP AIF CLIENTS NON TREATY ACCOUNT 1,272 6.83
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,109 5.96
光 通 信 株 式 会 社 786 4.23
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 572 3.07
三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 564 3.03
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 564 3.03
株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 （信 託 口） 528 2.84
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 453 2.44

（注）１．持株比率は自己株式（880,868株）を控除して計算しております。
２．持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
３．株式会社日本カストディ銀行(信託口)の所有株式数のうち252,900株については、当社の役員株式交付信託の信託財産として保

有する株式であります。
（5）当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況

当社は、2020年6月26日開催の第117回定時株主総会決議に基づき、取締役（社外取締役を除く）に対する
株式報酬制度を導入しております。当事業年度においては、2024年6月27日開催の第121回定時株主総会の終
結の時をもって退任した取締役1名に対し、職務執行の対価として、14,200株交付しております。

Ⅲ 会社の新株予約権等に関する事項（2025年３月31日現在）

該当事項はありません。
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Ⅳ 会計監査人の状況

（1）会計監査人の名称 有限責任 あずさ監査法人

（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
区 分 支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 44百万円
当社および当社の子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 44百万円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬の額を区分してお
らず、実質的にも区分できないため、上記金額はこれらの合計額で記載しております。

２．監査役会は会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況および報酬見積りの算出根拠が適切であるかを検証した結
果、会計監査人の報酬等の額について同意いたしました。

３．当社の主要な子会社のうち、海外子会社は当社の会計監査人以外の監査法人の監査を受けております。

（3）会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査役会は会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当し、解任が相当と認められる場合には、

監査役全員の同意により、会計監査人を解任いたします。
また、監査役会は会計監査人の再任について、会計監査人の適格性、独立性および職務の遂行状況等に留意し、

取締役、社内関係部署および会計監査人から必要な資料を入手し、かつ報告を受け、毎期会計監査人の評価を行
います。
その結果、解任または不再任が妥当と判断した場合、監査役会は、会計監査人の解任または不再任に関する議

案の内容を決定し、取締役会は、当該決定に基づき、当該議案を株主総会に提出いたします。
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Ⅴ 業務の適正を確保するための体制ならびに当該体制の運用状況

取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他業務の適正を確保するための体
制ならびに当該体制の運用状況の概要は、次のとおりであります。

1. 業務の適正を確保するための体制
（1）取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

① 企業倫理規定、コンプライアンス規定をはじめとするコンプライアンス体制に係る規定を当社および当社
グループ会社（以下「当社グループ」という）の取締役および従業員が法令・定款および社会規範を遵守
した行動をとるための行動規範とする。

② 当社は、コンプライアンス担当取締役を任命し、その所管するコンプライアンス委員会において、コンプ
ライアンスの取り組みをグループ横断的に統括する。

③ 当社の代表取締役社長の下に内部監査部門（リスクマネジメント委員会、コンプライアンス委員会、内部
統制委員会および内部監査室）を設置し、当社グループの各部門の業務執行およびコンプライアンスの状
況等について監査し、その結果を、監査を実施した当社グループ会社の代表取締役社長に報告するととも
に、重要と判断された事項については、当社の代表取締役・取締役会・監査役会へ報告する。

④ 当社グループにコンプライアンス上の問題が発見された場合には、速やかにコンプライアンス委員会に報
告される体制とし、同委員会はそれ等の内容に応じ、当社の代表取締役・経営会議・取締役会・執行役員
会・監査役会等へ報告するとともに、所定の手続を経て再発防止策を実施する。

⑤ コンプライアンス委員会と人事部門は連携して、当社グループの取締役および従業員に対するコンプライ
アンスに係わる研修・教育を行うとともに、法令上疑義ある行為等について当社グループの従業員が直接
情報提供を行う手段として内部通報制度を設置・運営する。

（2）取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
当社は、取締役の職務執行に係る情報の保存および管理につき、管理部門を管掌する取締役を統括責任者に任

命し、文書管理規定および情報保護管理規則にて職務執行に係る情報を文書または電磁的媒体に記録し、保存・
管理する。
取締役および監査役は、文書管理規定により常時これ等の文書等を閲覧できるものとする。
また、当社グループ会社は、当社の文書管理規定、情報保護管理規則を準用し、当社と同水準の情報管理水準

を自社で維持するものとする。
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（3）損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 当社グループの多岐にわたる事業上のリスクを組織的かつ体系的に管理するため、当社グループのリスク

マネジメント規定を制定し、リスクマネジメント委員会によりグループ横断的な管理体制とし、事業損失
の極小化をはかる。

② この管理体制の下での、具体的なリスクの管理とそれへの対応は、次のとおりとする。
（ⅰ）コンプライアンス、災害、情報セキュリティおよび輸出管理等に係るリスクについては、それぞれの担

当部署において、規則・ガイドラインの制定、研修の実施、マニュアルの作成・配布等を行うものとし、
グループ横断的なリスク状況の監視および対応は、コンプライアンス委員会が行うものとする。

（ⅱ）コンプライアンス委員会と内部監査室は、財経部門等との連携により当社グループのリスク管理状況を
把握し、必要に応じリスクマネジメント委員会等へ報告するとともに、所定の手続を経てリスク管理体
制の改善策および発生したリスクへの対応策等を実施する。

（ⅲ）気候変動・人的資本・多様性等、サステナビリティに関連するリスクについては、サステナビリティ推
進委員会が特定・評価し、取締役会・経営会議に報告の上、リスクマネジメント委員会と連携してリス
クへの対応を行うものとする。

（4）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当社グループは、以下の経営管理システムを用いて、各社が定めた職務権限・意思決定ルールの下で、取締役

の職務の執行の効率化をはかる。
① 当社の経営会議による代表取締役社長の業務執行に係る重要な意思決定の補佐
② 取締役会による中長期経営計画の策定、中期経営計画に基づく事業部門毎の業績目標と予算の設定、ＩＴ

を活用した月次・四半期業績管理の実施
③ 取締役会および当社の執行役員会による月次業績等のレビューと改善策の実施

なお、当社グループ会社においては、関係会社管理・運営規定を定め、取締役の職務の執行の効率化をはかる。

（5）当社グループにおける業務の適正を確保するための体制
当社グループ会社の経営状態の把握と指導および育成を推進し、当社グループの経営効率化をはかるため関係

会社管理・運営規定を定め、当社グループ会社の事業に関して責任を負う取締役を任命し、法令遵守体制、リス
ク管理体制を構築する権限と責任を与え、コンプライアンス委員会は財経部門、人事部門等と連携してこれらを
横断的に推進し、管理する。
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（6）監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項等
当社の監査役会は、管理部門を管掌する取締役に求めて直接管理部門所属の従業員に監査業務に必要な事項を

命令することができるものとし、監査役会より監査業務に必要な命令を受けた従業員はその命令に関して、取締
役等の指揮命令を受けないものとする。
なお、当該従業員の考課、異動等を行う際には、監査役会の事前同意を得るものとする。

（7）取締役および使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制
① 当社グループの取締役または従業員が監査役あるいは監査役会に対して、法定の事項に加え、当社グルー

プに重大な影響を及ぼす事項、内部監査の実施状況、内部通報制度による通報状況およびその内容を速や
かに報告する体制を整備する。報告の方法については、当社の管理部門を管掌する取締役と監査役会との
協議により決定する。

② 監査役あるいは監査役会へ報告を行った当社グループの取締役または従業員に対し、当該報告をしたこと
を理由として不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨を当社グループの取締役および従業員に周知徹底
する。

（8）その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 代表取締役以下の各取締役は、監査役の重要な会議への出席、監査役への報告等監査業務の遂行が円滑に

行われるための環境を整備するとともに、代表取締役社長は監査役会との定期的な会合を持って、監査上
の重要課題等について意見交換をする。

② 監査役は、内部監査部門と連携をはかり情報交換を行い、必要に応じて内部監査に立ち会うものとする。
③ 監査役がその職務執行について、当社に対し必要な費用の前払い等の請求をした時は、担当部門において

審議の上、当該請求に係る費用を速やかに処理するものとする。

（9）財務報告の信頼性を確保するための体制
当社は、当社グループの財務報告の信頼性を確保するため、経営者の定めた「財務報告に係る内部統制を実施

するための基本方針」に基づいて内部統制システムを整備・運用し、内部統制委員会を設置して、有効な内部統
制の維持と改善および適正な評価を行っていくものとする。
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（10）反社会的勢力の排除へ向けた対応
当社グループは、企業倫理規定により、反社会的な勢力に対し毅然とした態度で対応し、経済的利益等は供与

しない旨を明確にし、対応部署の設定と外部専門機関との連携、反社会的勢力に関する情報の収集と管理等に係
る体制を整備して、こうした勢力との関係を遮断し、被害を防止するものとする。

2. 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
（1）コンプライアンスに対する取り組みの状況

① 当社グループの役員および社員に対し、「コンプライアンス・カード」や「Mission Statement Card」を
配布し、携帯させることにより、日頃からコンプライアンスの基本事項や社是を再確認する機会をつくり、
その周知徹底をはかっております。更に年２回のコンプライアンス・デーによる意識付けと、階層別コン
プライアンス研修やコンプライアンスに関する注意事項の掲示等の施策により、全社的なコンプライアン
ス意識の向上をはかっております。
また、内部監査部門は、当社グループ各部門内のコンプライアンス状況のヒアリングを行い、その内容を
踏まえ、必要な対応を行っております。

② 当社内外を窓口とする内部通報制度を設けており、内部通報制度に関する規定に基づきコンプライアンス
に関する相談・通報を受け付けることにより、コンプライアンス問題の予防、早期発見およびその解決を
はかっております。

（2）損失の危険の管理に対する取り組みの状況
① 管理総括役員を委員長とするリスクマネジメント委員会において、当社グループの多岐にわたる事業上の

リスクを横断的に管理しております。当事業年度において、リスクマネジメント委員会を１回実施し、「コ
ンプライアンス」「取引」「重要なリスク」等の諸問題に対して確認、対応を行っております。

② コンプライアンス委員会と内部監査室は財経部等と連携の上、当社グループのリスク状況の把握・監視等
を行うこととしており、部門別に実施する業務点検においてリスク責任者・管理者に対し、部門内のリス
ク状況をヒアリングし、部門内で改善できるところは改善を指示し、その後のフォローを実施しておりま
す。また、全社的なリスクについては、リスクマネジメント委員会に報告し、適切な対応を行っておりま
す。

③ 気候変動・人的資本・多様性等、サステナビリティに関連するリスクについてはサステナビリティ推進委
員会が対応を行っております。
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（3）取締役の職務執行の効率性の確保に対する取り組みの状況
取締役会は、社外取締役３名を含む取締役７名で構成され、原則として毎月１回、必要に応じて臨時取締役会

を開催し、各議案に関する審議・業務執行の状況等の監督を実施しており、当事業年度において取締役会を計13
回開催いたしました。また、当社では取締役会の意思決定の充実および迅速化ならびに業務執行・監督機能強化
をはかるため、執行役員制度を導入しており、当事業年度において、執行役員会を計14回開催いたしました。

（4）当社グループにおける業務の適正の確保に対する取り組みの状況
グループ会社の経営管理を含む管理については、関係会社管理・運営規定に基づき、所定の事前承認・報告事

項について、子会社から事前に申請または報告を受けております。

（5）監査役監査の実効性の確保に対する取り組みの状況
① 監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項

専従の監査役を補佐する使用人は任命しておりませんが、必要に応じて直接管理部門等の使用人に指示し、
適宜説明を受け、また資料の提供を受けております。

② 取締役および使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する事項
内部監査の実施状況や内部通報状況については適宜速やかに報告を受けております。

③ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
取締役会に加え、執行役員会、内部統制委員会、リスクマネジメント委員会、その他営業部門や管理部門
の重要会議への出席の機会が確保されており、各監査役は必要に応じて出席し情報収集や意見表明をして
おります。
代表取締役社長との定期的な意見交換を行うほか、会計監査人の監査の報告を半期ごとに受けるほかに意
見交換会等を、また社外取締役と定期的な意見交換会を実施し活発に意見を交換しております。その他管
理部門、内部監査室、法務・審査室と定期連絡会を開催いたしました。監査役は、中間期末に子会社の各
監査役から適宜監査結果報告を受けるほか、決算期末には、監査役と子会社監査役で構成する監査結果報
告会を開催し情報を共有いたしました。
当事業年度において、年間の監査計画に基づき監査を実施するにあたって予算が不足する事態は生じませ
んでした。

2025年05月22日 16時40分 $FOLDER; 11ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



49

（6）財務報告に係る内部統制に対する取り組みの状況
財務報告の信頼性を確保するため、内部統制委員会は、内部統制システムの整備、運用および評価に関する計

画に基づき財務報告に係る内部統制の有効性の評価を実施しており、当事業年度において内部統制委員会を計３
回開催いたしました。

（7）反社会的勢力排除に対する取り組みの状況
当社グループでは、企業倫理規定を定めており、この規定に沿った業務の運用を徹底しており、部門別に実施

する業務点検において、その運用状況の確認をしております。
また、人事総務部が対応部署として、外部専門機関との連携や情報交換を随時実施しております。

（注）１．本事業報告に記載の金額および株式数は、表示単位未満の端数を切り捨て、比率については表示単位未満の端数を四捨五入し
て、それぞれ表示しております。

２．記載金額には消費税等は含まれておりません。
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連結株主資本等変動計算書（2024年４月１日から2025年３月31日まで） （単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 2,945 1,944 29,172 △622 33,439

当連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △1,175 △1,175
親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 4,691 4,691

自 己 株 式 の 取 得 △845 △845

自 己 株 式 の 処 分 24 24
株主資本以外の項目
の 連 結 会 計 年 度 中
の 変 動 額 （純 額）

当 連 結 会 計 年 度 中 の
変 動 額 合 計 ― ― 3,515 △821 2,694

当 期 末 残 高 2,945 1,944 32,688 △1,444 36,134

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非支配株主
持 分 純資産合計そ の 他

有 価 証 券
評価差額金

繰延ヘッジ
損 益

為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に
係 る
調整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

当 期 首 残 高 6,580 △67 197 △15 6,694 243 40,377

当連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △1,175
親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 4,691

自 己 株 式 の 取 得 △845

自 己 株 式 の 処 分 24
株主資本以外の項目
の 連 結 会 計 年 度 中
の 変 動 額 （純 額）

743 68 88 7 907 37 944

当 連 結 会 計 年 度 中 の
変 動 額 合 計 743 68 88 7 907 37 3,639

当 期 末 残 高 7,323 1 286 △8 7,602 280 44,017
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連結注記表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
1．連結の範囲に関する事項
（1）連結子会社の数 15社
・主要な連結子会社の名称

株式会社ツバコー・ケー・アイ
株式会社ツバコー・エス・ケー

（2）非連結子会社の数 ４社
・TSUBACO (HONG KONG)CO.,LTD.
・TSUBACO KOREA CO.,LTD.
・PT. TSUBACO INDONESIA
・TSUBACO VIETNAM CO.,LTD.
（連結の範囲から除いた理由）

当該４社の合計の総資産額、売上高、当期純損益（持分に見合う額）および利益剰余金（持分に見合う額）
等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないためであります。

2．持分法の適用に関する事項
（1）持分法を適用した非連結子会社の数 ４社
・TSUBACO (HONG KONG) CO.,LTD.
・TSUBACO KOREA CO.,LTD.
・PT. TSUBACO INDONESIA
・TSUBACO VIETNAM CO.,LTD.

（2）持分法適用会社のうち、決算日が異なる会社については、当該会社の直近の事業年度に係る計算書類を使用
しております。

3．連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社のうち TSUBACO SINGAPORE PTE.LTD.、TSUBACO KTE CO.,LTD.、上海椿本商貿有限公

司の決算日は2024年12月31日であります。連結計算書類の作成に当たっては、同決算日現在の計算書類を使
用しております。
ただし、2025年１月１日から2025年3月31日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な

調整を行っております。
その他の連結子会社の決算日はすべて３月31日であり、連結決算日と一致しております。
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4．会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準および評価方法
① 有価証券
・ その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの･･････････決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資
産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等････････････････････移動平均法による原価法
② 棚卸資産
ａ 商品及び製品･･････････････････総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法により算定）
ｂ 仕 掛 品 ･････････････････････ 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

主として定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除
く）ならびに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備および構築物については定額法を採用しており
ます。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 15年〜47年
機械装置及び運搬具 5 年〜12年
工具、器具及び備品 2 年〜15年

② 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法によっております。
なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。ただし、自社利用の
ソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

③ リース資産
・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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（3）重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、また、長期未収入金を含む
貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案して、回収不能見込額を計上しておりま
す。

② 役員賞与引当金
子会社の役員の賞与の支給に備えるため、支給見込額を計上しております。

③ 工事損失引当金
受注工事にかかる将来の損失に備えるため、当連結会計年度末において、損失の発生が見込まれ、かつ、そ
の金額を合理的に見積もることができる工事契約について、その損失見込額を計上することとしておりま
す。

④ 役員株式給付引当金
当社の取締役（社外取締役は除く）および取締役を兼務しない執行役員への当社株式の交付または金銭の給
付に備えるため、役員株式給付信託に関する株式交付規定に基づき当連結会計年度における交付見込額を計
上しております。

（4）退職給付に係る会計処理の方法
① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について
は、期間定額基準によっております。

② 数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（13年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしており
ます。

（5）重要な収益および費用の計上基準
当企業グループは、主に機械部品の販売を行う動伝事業、搬送設備等の自動化・省力化・環境対応化商品や

その付帯サービスの販売を行う設備装置事業、各種不織布およびその加工品や製造機械の販売を行う産業資材
事業を行っております。
商品および製品の販売にかかる収益は、顧客との契約における履行義務を充足した時点で認識しておりま

す。ただし、国内の販売について出荷時から顧客による検収までの期間が通常の期間である場合においては、
出荷時に収益を認識しております。なお、当企業グループが商品及び製品の販売について代理人として関与し
ている場合には、純額で収益を認識しております。
長期の工事契約については、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進

捗度に基づき収益を認識しております。進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予
想される工事原価の合計に占める割合に基づいて行っております。
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（6）重要な外貨建の資産または負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理してお

ります。なお、在外子会社等の資産および負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益およ
び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定および非支配株
主持分に含めております。

（7）重要なヘッジ会計の方法
① ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。
また、為替予約取引のうち振当処理の要件を満たしている場合は、振当処理を採用しております。

② ヘッジ手段およびヘッジ対象
為替予約取引(外貨建金銭債権債務および外貨建予定取引)

③ ヘッジ方針
外貨建取引については為替リスクをヘッジする方針であり、投機的な取引は行わない方針であります。

④ ヘッジの有効性評価の方法
ヘッジ対象とヘッジ手段の相場変動またはキャッシュ・フロー変動を直接結び付けて判定しております。

⑤ その他リスク管理方法のうちヘッジ会計に係るもの
リスク管理は取引権限および取引限度額等を定めた社内ルールに従い、財経部にて行っております。

２．収益認識に関する注記
1．収益の分解情報

当企業グループは、営業拠点所在地を中心とした販売エリアで区分しており、販売エリアを国内３エリア（地
区）に区分し、東日本本部、西日本本部、中日本本部として管理をしております。さらに、海外エリア全体につ
いては開発戦略事業と位置付け、産業資材事業および新商品開発部門を加えた包括的な戦略事業として開発戦略
本部としております。
各本部における一時点で移転される財またはサービスの売上高は、東日本本部35,220百万円、西日本本部

27,045百万円、中日本本部15,682百万円、開発戦略本部17,236百万円であります。
また、一定の期間にわたり移転される財またはサービスの売上高は、東日本本部9,406百万円、西日本本部

17,517百万円、中日本本部2,218百万円、開発戦略本部△3百万円であります。
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2．収益を理解するための基礎となる情報
当企業グループの各事業における履行義務に関する情報につきましては、「4．会計方針に関する事項 （5）

重要な収益および費用の計上基準」に記載のとおりであります。

3．当連結会計年度および翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
（1）契約資産および契約負債の残高等

契約資産は、主に工事契約において、進捗度の測定に基づき認識した収益の対価に対する権利であり、期首
残高は5,418百万円、期末残高は5,059百万円であります。
契約負債は、顧客からの前受金であり、期首残高は5,331百万円、期末残高は7,399百万円であります。ま

た、当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は3,685百万円で
あります。

（2）残存履行義務に配分した取引価格
当連結会計年度末における残存履行義務に配分された取引価格の総額は、35,399百万円であります。
当該残存履行義務は当連結会計年度末から起算して、概ね５年以内に完了し、収益として認識される見込み

です。
なお、当初に予想される契約期間が１年以内の契約については、実務上の便法を適用し、注記の対象に含め

ておりません。

3．会計上の見積りに関する注記
会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、翌連結会計年度に
係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
・進捗度に基づく売上高 19,738百万円（当連結会計年度末までに完成した工事を除く）。
なお、当連結会計年度末までに完成した工事を含めた金額は、29,139百万円であります。
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4．追加情報
（株式報酬制度「役員株式交付信託」）
当社は、当社の取締役（社外取締役は除く）および取締役を兼務しない執行役員（以下「取締役等」という）を

対象とした株式報酬制度「役員株式交付信託」（以下「本制度」という）を導入しております。
本制度に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第30号2015年３月26日）に準じております。
① 取引の概要

本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託（以下「本信託」という）が当社株式を取得し、
当社が各取締役等に付与するポイントの数に相当する数の当社株式が本信託を通じて各取締役等に対して交
付される、という株式報酬制度であります。なお、取締役等が当社株式等の給付を受ける時期は、取締役等
の退任時であります。

② 信託に残存する自社の株式
本信託に残存する当社株式を、本信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く）により純資産の部に自己
株式として計上しております。
当連結会計年度末における当該自己株式の帳簿価額は、298百万円、株式数は252,900株であります。

5．連結貸借対照表に関する注記

1．受取手形、売掛金及び契約資産のうち、顧客との契約から生じた債権及び契約資産の金額は、それぞれ以
下のとおりであります。
受取手形 1,128百万円
売掛金 25,856百万円
契約資産 5,059百万円

2．保証債務
為替予約

TSUBACO VIETNAM CO.,LTD. 6百万円

3．当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行と貸出コミットメント契約を締結しております。
当連結会計年度末における貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

貸出コミットメントの総額 2,000百万円
借入実行残高 −百万円
差引額 2,000百万円
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6．連結株主資本等変動計算書に関する注記
1．発行済株式の種類および総数に関する事項

株式の種類
当期首
株式数
（株）

当連結会計年度
増加株式数
（株）

当連結会計年度
減少株式数
（株）

当期末
株式数
（株）

普 通 株 式 6,497,969 12,995,938 − 19,493,907
（注）当社は、2024 年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。

（変動事由の概要）
増加株式数の内訳は、次のとおりであります。
株式分割による増加 12,995,938株

2．自己株式の種類および株式数に関する事項

株式の種類
当期首
株式数
（株）

当連結会計年度
増加株式数
（株）

当連結会計年度
減少株式数
（株）

当期末
株式数
（株）

普 通 株 式 234,482 919,726 20,440 1,133,768

（注）１ 当社は、2024 年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。
２ 普通株式の自己株式の株式数には、役員株式交付信託が保有する当社株式（当連結会計年度末252,900株）が含まれておりま

す。

（変動事由の概要）
増加株式数の内訳は、次のとおりであります。
株式分割による増加 468,964株
取締役会決議に基づく自己株式の取得による増加 450,000株
単元未満株式の買取りによる増加 762株

減少株式数の内訳は、次のとおりであります。
役員株式交付信託からの給付による減少 20,400株
単元未満株式の買増請求による減少 40株
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3．配当に関する事項
（1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円） 基準日 効力発生日

2024年６月27日
定時株主総会 普通株式 889 140.00 2024年３月31日 2024年６月28日

2024年10月31日
取締役会 普通株式 285 15.00 2024年９月30日 2024年12月 5 日

（注）１ 2024年６月27日定時株主総会決議による配当金の総額には、役員株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金12百万円が
含まれております。

２ 2024年６月27日定時株主総会決議による１株当たり配当額140.00円には、記念配当10.00円が含まれております。
３ 当社は、2024年4月1日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2024 年６月27日定時株主総会決

議による１株当たり配当額については、当該株式分割前の実際の配当金の金額を記載しております。
４ 2024年10月31日取締役会決議による配当金の総額には、役員株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金3百万円が含ま

れております。

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
2025年６月27日開催予定の第122回定時株主総会において、次の議案を付議いたします。

株式の種類 配当金の総額
（百万円） 配当の原資 １株当たり

配当額(円) 基準日 効力発生日

普通株式 1,209 利益剰余金 65.00 2025年３月31日 2025年６月30日

（注）１ 2025年６月27日定時株主総会決議による配当金の総額には、役員株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金16百万円が
含まれております。

２ 2025年６月27日定時株主総会決議による１株当たり配当額65.00円には、特別配当10.00円が含まれております。

2025年05月22日 16時40分 $FOLDER; 21ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



59

7．金融商品に関する注記
1．金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当企業グループは、資金運用については一時的な余資は安全性の高い短期的な預金等に限定しており、ま
た、資金調達については事業計画、設備投資計画に基づいた必要運転資金を主に自己資金でまかなっておりま
す。デリバティブは、為替の変動リスクを回避するために利用し、投機的な取引は行いません。

（2）金融商品の内容およびそのリスク
営業債権である受取手形および売掛金ならびに電子記録債権は、１年以内の支払期日であり、顧客の信用リ

スクに晒されております。また、その一部の営業債権には、外貨建てのものがあり、為替の変動リスクに晒さ
れておりますが、原則としてその全額について先物為替予約を利用してヘッジしております。
投資有価証券は、主に取引先企業との取引関係緊密化のための株式であり、市場価額の変動リスクに晒され

ております。
営業債務である支払手形および買掛金ならびに電子記録債務は、１年以内の支払期日であります。また、そ

の一部の営業債務には、外貨建てのものがあり、為替の変動リスクに晒されておりますが、原則としてその全
額について先物為替予約を利用してヘッジしております。
デリバティブ取引は、外貨建て営業債権債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジ取引を目的とした先物

為替予約取引であります。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効性
の評価方法等については、前述の「会計方針に関する事項」の「重要なヘッジ会計の方法」に記載しておりま
す。

（3）金融商品に係るリスクの管理体制
① 信用リスク（取引先の契約不履行に係るリスク）の管理

当企業グループは、審査規定に従い、営業債権について、各販売先別にその業容、資力に応じた与信設定を
行うとともに、必要に応じ預り保証金の入手を行うほか、年１回必ずその見直しを実行し、信用状態の継続
的な把握を行う体制としております。
デリバティブ取引の利用にあたっては、カウンターパーティーリスクを軽減するために、格付の高い金融機
関とのみ取引を行っております。
当期の連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒される金融資産の貸借対照表価額によ
り表されております。

② 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
当社および在外子会社は、外貨建ての営業債権債務について、個別契約ごとに原則として先物為替予約を利
用してヘッジしております。なお、為替の状況により、予定取引により確実に発生すると見込まれる外貨建
営業債権債務に対する先物為替予約を行っております。
投資有価証券は、毎月、時価を把握するとともに、取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直
しております。
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デリバティブ取引については、取引権限および取引限度額等を定めた社内ルールに従い、財経部において集
中管理しております。

③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
当社は、各部署からの報告に基づき毎月、財経部が資金計画を作成・更新し、資金会議での審議を経て財経
部長がこれを総合し、財経担当役員を経由して取締役会に報告することなどにより、流動性リスクを管理し
ております。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、

当該価額が変動することがあります。また、「デリバティブ取引関係」注記におけるデリバティブ取引に関する
契約額等については、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。

2．金融商品の時価等に関する事項
当期の連結決算日である2025年３月31日現在における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額につい

ては、次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額349百万円）は、「その他有
価証券」には含めておりません。また、「現金及び預金」「受取手形」「売掛金」「電子記録債権」「支払手形及び買
掛金」「電子記録債務」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似であるものであることから、
注記を省略しております。

（単位：百万円）
連結貸借対照表

計上額 時価 差額

（1）投資有価証券
その他有価証券 15,110 15,110 −

（2）デリバティブ取引（※1,2） 1 1 −
※1 負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。
※2 デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目については、（ ）で示し

ております。

（注）時価の算定に用いた評価技法およびインプットの説明

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性および重要性に応じて、以下のレベルに分類しております。
レベル1 の時価 ：同一の資産または負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル2 の時価 ：レベル1 のインプット以外の直接または間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、
時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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・投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル1の時価に分類し

ております。

・デリバティブ取引
時価は取引金融機関から提示された公正価値を使用しているため、レベル2の時価に分類しております。なお、為替予約の振当処理

によるものは、ヘッジ対象とされている売掛金および買掛金と一体として処理されているため、その時価は、当該売掛金および当該買
掛金の時価に含めております。

8．１株当たり情報に関する注記
1．１株当たり純資産額 2,382円17銭
2．１株当たり当期純利益 252円03銭

(注）当社は、役員株式交付信託を導入しており、当該信託が保有する当社株式を１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控
除する自己株式数に含めております。また、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含め
ております。当該自己の期末株式数は252,900株、期中平均株式数は260,883株であります。

9．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

10．その他の注記
該当事項はありません。
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株主資本等変動計算書（2024年４月１日から2025年３月31日まで） （単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計資本準備金 そ の 他

資本剰余金
資本剰余金
合 計

その他利益剰余金 利益剰余金
合 計別途積立金 繰 越 利 益

剰 余 金
当 期 首 残 高 2,945 750 1,200 1,950 22,580 3,752 26,332 △622 30,605

当事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △1,175 △1,175 △1,175

当 期 純 利 益 4,567 4,567 4,567

別 途 積 立 金 の 積 立 2,830 △2,830 ―

自 己 株 式 の 取 得 △845 △845

自 己 株 式 の 処 分 24 24
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額）

当事業年度中の変動額合計 ― ― ― ― 2,830 561 3,391 △821 2,570

当 期 末 残 高 2,945 750 1,200 1,950 25,410 4,314 29,724 △1,444 33,176

評 価 ･ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計その他有価証券

評 価 差 額 金
繰 延 ヘ ッ ジ
損 益

評 価 ･ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 6,121 △67 6,054 36,660

当事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △1,175

当 期 純 利 益 4,567

別 途 積 立 金 の 積 立 ―

自 己 株 式 の 取 得 △845

自 己 株 式 の 処 分 24
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額） 704 68 773 773

当事業年度中の変動額合計 704 68 773 3,344

当 期 末 残 高 6,826 1 6,827 40,004
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
1．有価証券の評価基準および評価方法
（1）その他有価証券
①市場価格のない株式等以外のもの･･････決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
②市場価格のない株式等････････････････移動平均法による原価法

（2）子会社株式および関連会社株式･･･････移動平均法による原価法

2．棚卸資産の評価基準および評価方法
（1）商品及び製品･･･････････････････････総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法により算定）
（2）仕 掛 品･･･････････････････････････個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法により算定）

3．固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）ならびに
2016年４月１日以降に取得した建物附属設備および構築物については定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物････････････････････････15年〜47年
機械････････････････････････ 5 年〜12年
車両運搬具･･････････････････ 6 年
工具、器具及び備品･････････ 2 年〜15年

（2）無形固定資産（リース資産を除く）
定額法によっております。なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっておりま
す。ただし、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用
しております。

（3）リース資産
・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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4．引当金の計上基準
（1）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、また、長期未収入金を含む貸
倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案して、回収不能見込額を計上しております。

（2）退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき計上し
ております。

① 退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、期
間定額基準によっております。

② 数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（13年）
による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

（3）工事損失引当金
受注工事にかかる将来の損失に備えるため、当事業年度末において、損失の発生が見込まれ、かつ、その金額
を合理的に見積もることができる工事契約について、その損失見込額を計上することとしております。

（4）役員株式給付引当金
当社の取締役（社外取締役は除く）および取締役を兼務しない執行役員への当社株式の交付または金銭の給付
に備えるため、役員株式給付信託に関する株式交付規定に基づき当事業年度における交付見込額を計上してお
ります。
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5．収益および費用の計上基準
当社は、主に機械部品の販売を行う動伝事業、搬送設備等の自動化・省力化・環境対応化商品やその付帯サー

ビスの販売を行う設備装置事業、各種不織布およびその加工品や製造機械の販売を行う産業資材事業を行ってお
ります。
商品および製品の販売にかかる収益は、顧客との契約における履行義務を充足した時点で認識しております。

ただし、国内の販売について出荷時から顧客による検収までの期間が通常の期間である場合においては、出荷時
に収益を認識しております。なお、当社が商品及び製品の販売について代理人として関与している場合には、純
額で収益を認識しております。
長期の工事契約については、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗

度に基づき収益を認識しております。進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想さ
れる工事原価の合計に占める割合に基づいて行っております。

6．外貨建の資産および負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、期末決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており

ます。

7．ヘッジ会計の方法
（1）ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。また、為替予約取引のうち振当処理の要件を満たしている場合は、振当
処理を採用しております。

（2）ヘッジ手段およびヘッジ対象
為替予約取引（外貨建金銭債権債務および外貨建予定取引）

（3）ヘッジ方針
外貨建取引については為替リスクをヘッジし、投機的な取引は行わない方針であります。

（4）ヘッジ有効性評価の方法
ヘッジ対象とヘッジ手段の相場変動またはキャッシュ・フロー変動を直接結び付けて判定しております。

（5）その他リスク管理方法のうちヘッジ会計に係るもの
リスク管理は、取引権限および取引限度額等を定めた社内ルールに従い、財経部にて行っております。

8．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
・退職給付に係る会計処理
退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法

と異なっております。
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２．収益認識に関する注記
・収益を理解するための基礎となる情報
連結注記表「収益認識に関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

3．会計上の見積りに関する注記
会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係る計算書類

に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
・進捗度に基づく売上高19,748百万円（当事業年度末までに完成した工事を除く）。
なお、当事業年度末までに完成した工事を含めた金額は、30,155百万円であります。

4．追加情報
（株式報酬制度「役員株式交付信託」の導入）
自社の株式を信託を通じて取締役等に交付する取引については、連結注記表「追加情報」に同一の内容を記載し

ているため、注記を省略しております。

5．貸借対照表に関する注記
1．関係会社に対する短期金銭債権 9,573百万円

2．関係会社に対する短期金銭債務 4,000百万円

3．関係会社に対する長期金銭債権 114百万円

4．保 証 債 務
取引履行保証

上海椿本商貿有限公司 61百万円
為替予約

TSUBACO VIETNAM CO.,LTD. 6百万円

５．当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行と貸出コミットメント契約を締結しております。
当事業年度末における貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は次のとおりであります。
貸出コミットメントの総額 2,000百万円
借入実行残高 −百万円
差引額 2,000百万円
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6．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
（1）営 業 取 引

売 上 高 23,912百万円
仕 入 高 1,543百万円

（2）営業取引以外の取引 1,229百万円

7．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の数に関する事項

株式の種類
当期首
株式数
（株）

当事業年度
増加株式数
（株）

当事業年度
減少株式数
（株）

当期末
株式数
（株）

普 通 株 式 234,482 919,726 20,440 1,133,768
（注）１ 当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。

２ 普通株式の自己株式の株式数には、役員株式交付信託が保有する当社株式（当事業年度末252,900株）が含まれております。

（変動事由の概要）
増加株式数の内訳は、次のとおりであります。
株式分割による増加 468,964株
取締役会決議に基づく自己株式の取得による増加 450,000株
単元未満株式の買取りによる増加 762株

減少株式数の内訳は、次のとおりであります。
役員株式交付信託からの給付による減少 20,400株
単元未満株式の買増請求による減少 40株
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8．税効果会計に関する注記
・繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
（繰延税金資産）
貸倒引当金繰入限度超過額 36百万円
未払事業税 60百万円
長期未払金 61百万円
退職給付引当金 540百万円
保有株式等評価損 298百万円
その他 188百万円
小計 1,186百万円
評価性引当額 △418百万円
繰延税金資産計 768百万円

（繰延税金負債）
その他有価証券評価差額金 △2,771百万円
繰延ヘッジ損益 △0百万円
繰延税金負債計 △2,771百万円

繰延税金負債の純額 △2,002百万円

9．関連当事者との取引に関する注記
1．親会社および法人主要株主等

種 類 会社等
の名称 所在地

資本金また
は出資金
（百万円）

事業の内容
または職業

議決権等
の所有

(被所有)割合
（％）

関連当事者
との関係

取 引 の
内 容

取 引
金 額

（百万円）
科 目

期 末
残 高

（百万円）

主要株主 ㈱椿本
チエイン

大阪市
北区 17,076 機械器具等の製造・販売

（被所有）
直接10.8

各種機材等の
仕入 製品の仕入 22,721

電子記録
債務
および
買掛金

9,779

（注）取引条件ないし取引条件の決定方針等
取引条件の決定方法は、一般取引と同様に市場価格ならびに総原価を勘案し、価格交渉のうえ決定しております。
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2．子会社等

種 類 会社等
の名称 所在地

資本金また
は出資金
（百万円）

事業の内容
または職業

議決権等
の所有

(被所有)割合
（％）

関連当事者
との関係

取 引 の
内 容

取 引
金 額

（百万円）
科 目

期 末
残 高

（百万円）

子会社 ㈱ツバコー・
エス・ケー

京都市
下京区 10 機械器具等の販売・設置

（所有）
直接100.0

各種機材等の
販売

役員の兼任
製品の販売 2,989 売掛金 1,264

子会社 ツバコー・
ウエスト㈱

広島市
東区 10 機械器具等の販売・設置

（所有）
直接100.0

各種機材等の
販売

役員の兼任
製品の販売 2,431 売掛金 1,099

子会社 ツバコー
九州㈱

福岡市
博多区 10 機械器具等の販売・設置

（所有）
直接100.0

各種機材等の
販売

役員の兼任
製品の販売 2,787 売掛金 983

（注）取引条件ないし取引条件の決定方針等
取引条件の決定方法は、一般取引と同様に市場価格ならびに総原価を勘案し、価格交渉のうえ決定しております。

3．兄弟会社等

種 類 会社等
の名称 所在地

資本金また
は出資金
（百万円）

事業の内容
または職業

議決権等
の所有

(被所有)割合
（％）

関連当事者と
の関係

取 引 の
内 容

取 引
金 額

（百万円）
科 目

期 末
残 高

（百万円）

主要株主
の子会社

㈱椿本バルク
システム

大阪府
豊中市 150 機械器具等の製造・販売 ― 各種機材等の

仕入 製品の仕入 3,495 電子記録債務および買掛金 1,036

（注）取引条件ないし取引条件の決定方針等
取引条件の決定方法は、一般取引と同様に市場価格ならびに総原価を勘案し、価格交渉のうえ決定しております。

10．１株当たり情報に関する注記
1．１株当たり純資産額 2,178円86銭
2．１株当たり当期純利益 245円36銭

(注) 当社は、役員株式交付信託を導入しており、当該信託が保有する当社株式を１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から
控除する自己株式数に含めております。また、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に
含めております。当該自己の期末株式数は252,900 株、期中平均株式数は260,883 株であります。

11．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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12．その他の注記
該当事項はありません。
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